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建物周辺気流の数値解析
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1. 序

建物周辺の気流性状を数値シミュレーションにより予

測しようとする試みはすでに数例報告されているが ,I-9)

現段階ではその実用性は風洞実験には及んでいない.

本報では,既往の研究例に比べて建物近傍の空間差分

間隔を細かく取 り, トレーサーガスの排出速度も考慮し

た上で行った計算により得られた建物周辺の風速分私

壁面の風圧分布,建物周辺の濃度分布を風洞実験の結果

と比較検討する.又,建物壁面の境界条件を系統的に変

化させることにより,壁面境界条件が壁面風圧に及ぼす

影響についても検討する.

2.数値シミュレーションの概要

2.1 建物モデルとトレーサーガスの排出条件

図 1に示す建物モデルの屋上面中央の煙突より一定の

排出速度 (Ws/Ub-0.5)でガスが排出される.

2.2 計算モデル (表 1参照)

WJUb-0.5
Hs/Hb-1.15
D /Hb-0.05

2.3 差分格子

差分格子は異形メッシュを用いている.10)風圧係数の

予測に際しては,建物隅角部付近の分割を細かくした差

分格子 (図2参照)を,濃度の予測に際しては煙突排出

口付近の分割を細かくした差分格子を用いている.

2.4 境界条件

(丑風上側境界

平均風速 tFは t7∝zl′4に従うものとして与え,無次

元化された乱流エネルギーq/Ub2は高さ方向に一定値
0.1を与えた.また,l-CムI4xZを与え,vt- qlI21よりレt

杏,8-CDq3I2/lよりEを与えた.

②対称面境界

法線方向の速度成分を零,接線方向の速度成分をfree

slipとし,乱流統計量 q,Eおよび Cは法線方向の勾配を

零とした.

③上空面,風下面,側面境界

接線方向の風速をfreeslipとした上で,法線方向の速

度成分は連続の式を満たすように決め,乱流統計量 q,E

およびCは法線方向の勾配を零 とし,境界外の圧力P

は零とした.

(動地上面境界

*東京大学生産技術研究所 付属計測技術開発センター

兼第5部

書*東京大学大学院

*書手清水建設研究所

図2 異形メッシュによる計算領域 (鉛直断面)
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